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投票所 男,女 当日有権者 投票者 棄権者 投票率

第 1

投票所

男 1,339 1,163 176 86.86

女 1,344 1,184 160 88.10

計 2,683 2,347 336 87.48

第2

投票所

男 890 782 108 87.87

女 887 802 85 90.42

計 1,777 1,584 193 89.14

第3

投票所

男 746 668 78 89.54

女 803 702 101 87.42

計 1,549 1,370 179 88.44

第4

投票所

男 470 402 68 85.53

女 416 376 40 90.38

計 886 778 108 87.81

第5

投票所

男 149 136 13 91.28

女 134 120 14 89.55

計 283 256 27 90.46

合計

男 3,594 3,151 443 8767

女 3,584 3,184 400 88.84

計 7,178 6,335 843 88.26

任
期
満
了
に
伴
う
今
帰
仁
村
議
会
議
員
選
挙
は
、
九
月
二
日
に
告
示
さ

れ
、
八
日
、　
一
斉
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。
開
票
会
場
の
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
早
々
と
各
陣
営
の
支
持
者
た
ち
が
、
多
数
詰
め
か

け
開
票
の
行
方
を
静
か
に
見
守

っ
た
。

議
員
定
数
が
、
今
回
か
ら
十
八
議
席
に
な
り
、
そ
の
中
で
十
九
人
が
立

候
補
す
る
少
数
激
戦
の
結
果
、
現
職
十
四
人
、
新
人
四
人
が
当
選
し
た
。

投
票
率
は
、
八
十
八
、
二
六
％
で
、
前
回
（平
成
十
年

・
九
十
、
三
パ
ー

セ
ン
ト
）よ
り
下
回
っ
た
。

当
選
し
た
議
員
は
、
今
後
四
年
間
、
村
民
の
負
託
を
受
け
て
今
帰
仁
村

発
展
の
た
め
、
住
民
の
代
表
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

慾 村

今帰仁村議会議員選挙得票数
(定数 18人 /立候補 19人 )

ヽ

Ⅲ

よ
▲支持者が見守るなか、開票された。

鬱賛裏斌爾側には皆様の様々な悩みに
お答えするための市日談窓口があります。
帯日談は無糾て市と密は守られます。
お気軽にご林日談ください。

●行政相談

(相談員)新)日 侃
空
=56-3148

と き 平成14年 10月23日 (水 )
10B寺～158寺

こころ 村コミュニティーセンター

**10月 21日 (月)～ 10月27日 (日)**
年金や保険などあなたの身近な苦情、
要望を受け付けます。

て て

|ヽ

||

氏 名 (年令) 所  属 出身字名 得票数

当選 久田 浩也 (35) 無・新 天 底 456

当選 東恩納寛政 (52) 無・現 湧  川 413

当選 玉城 克義 (53) 無 。現 仲宗根 411.166

当選 喜屋武治樹 (51) 共産・現 仲尾次 398

当選 大城 幸治 (53) 無・現 今 泊 393

当選 奥那嶺清治 (62) 無・現 与那嶺 385.674

当選 宮城 博政 (34) 無・現 古宇利 358

当選 与那嶺好和 (50) 無・現 仲宗根 339.325

当選 新城  元 (55) 無・現 今 泊 325

当選 上間 吉夫 (64) 無・新 越  地 322

婆選 内間 利三 (55) 無・新 諸 志 322

当選 石嶺 光敏 (49) 無 。現 平 敷 309

当選 新城 堅― (67) 無・新 玉 城 308

当選 米須 春治 (55) 無・現 謝 名 291

当選 玉城 吉信 (64) 無・現 兼 次 284833

当選 座間味栄立 (54) 無・現 上運天 281

当選 嘉陽 宗敬 (54) 無・現 湧  川 246

当選 山城  正 (64) 無 。現 兼 次 219

次点 小波津 忍 (68) 無・現 古宇利 191



3広 報 な き じん (2002年 )平成14年 10月 1日

逢
東恩納 寛政 (52) 久田 浩也 (35) 村議会議員

―

エ L

雲

|■ |:|‐

竜

‥

　

　

．

一
一

・一
　

≡

興那嶺 清治

ヽ
:■1帝士・i

(62)

壷
大城 幸治 (53) 喜屋武 治樹 (51) 玉城 克義 (53)

新城 元 (55) 与那嶺 好和 (50)   宮城 博政 (34)

新城 堅― (67) 石嶺 光敏 (49) 内間

一
・一
一́

上間 吉夫 (64)

米須 春治 (55)

留 碇■

座間味 栄立 (54)

不 55)

β
山城 正 (64) 嘉陽 宗敬 (54) 玉城 吉信 (64)
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県内の市町村合併の動き !

伊江村

蝉

§

電

。

ず

　
村

。　
　
期

會

虚

″

伊r
電鬱
是名本す

鞭角

◎宜野湾市・北中城村
・中城村・浦添市
a西原町
■平成13年 7月 6日
企画担当部署連絡会議が発足
(月 に1回程度の学習と検討を

行つている)
■平成14年 7月 22日

第11回連絡会議
■平成14年 8月 6日

第12回連絡会議
■平成14年 8月 16日

第13回連絡会議
5市町村長による意見交換会

栗国Ⅲが詳

渡名喜村
§
駐
北大束村 墨誹

爵辞笑東本寸

◎那覇市・南風原町・座間味村。渡嘉敷村。粟回村
・渡名喜村。北大東村・南大東村
■平成14年 4月 1日

那覇地区市町村合併調査研究会が発足
■平成14年 5月 1日

第1回調査研究会 (南風原町も正式参加)
■平成14年 6月 26日

第2回調査研究会

③具志川市・与那城町。勝連町
(任意協議会)
■平成13年 5月 28日 /「 3市町合併講演会」を開催
■平成13年 11月 10日 /(社 )具志川青年会議所創立

20周年記念事業
「まちづくりと市町村合併」
の開催

■平成13年 11月 17日 /「市町村合併をともに考える
全国リレーシンポジウム
2001」 を勝連町で開催

■平成13年 11月 30日 /任意協議会について覚え書き
締結

■平成13年 11月 30日 /市町村合併支援本部で合併重
点支援地域として指定

■平成13年 12月 3日 /任意協議会事務局の設置
■平成14年 1月 21日 /第 1回任意協議会
■平成14年 5月 14日 /第 2回任意協議会

(星遷協
良
墓基下
地町・伊良部町・城辺町・上野村。多良間村

■平成13年 7月 3日 /宮古地区市町村合併研究会が発足
■平成13年 11月 30日 /市町村合併支援本部で合併重点支援地域として指定
■平成14年 2月 28日 /「市町村合併フォーラム」を開催
■平成14年 3月 13日 ～22日 /6市町村議会すべてで協議会設置を可決 (全会一致)
■平成14年 4月 1日 /宮古地区市町村合併協議会 (法定協議会)の設置を告示
■平成14年 4月 18日 /第 1回協議会
■平成14年 6月 19日 /第 2回協議会
■平成14年 7月 17日 /第 3回協議会
■平成14年 8月 20日 /第 4回協議会

ll― 撫 ◎石垣市 B竹富町・与那国町
■平成14年 6月 10日

八重山地域合併検討会が発足
■平成14年 6月 10日
「石垣市・竹富町・与那国町の合併を考える講演会」を開催
■平成14年 7月 15日 …第2回合併検討会
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どうして今、
市田樹合併が必要なのでしょうか。

日常生活圏の拡大や少子・高齢化の進展、地方分権の推進など、市町村を取りまく社会環

境は大きく変化しており、これらに的確に対応しながら、市町村が行政サービスの水準を維

持していくためには、市町村合併は避けて通れない課題となっています。

1.日常生活日の拡大
交通・情報通信手段の発達や、経済活動の進展 |こ伴い住

民の日常生活圏が、市町村の区顔を越えてますます拡大し

ています。同B寺に、行政サービスの供給の広域化が求めら

れていることから、時代の要請に応じて行政区域のあり方

を再検討し、各種公共施設等の効率的な整備を進めること

が、課題となっています。

2.少子・高齢化の進展
高齢化の進展に伴い、医療・福祉等の社会保障関係経費の増大など市町村の財政需要をさら|こ増大させることが見込

まれます。また、少子化|こよる生産年齢人□の減少、人材確保の困難性、それに伴う将来の地域経済の活力低下等が懸

念されています。

平成12年の国勢調査によると、県全体の高齢化率が13.8%であるの|こ対し、今帰仁村では24.8%となってあり、依

然として高齢化が著しい状況にあります。このため、本村 |こあい`ては、今後の少子・高齢社会|こ対応してい<適切な施

策の展開が求められています。

翰
⑪

3.地方分権の推進
地方分権とは、今まで国が主導的 |こ進めてきた事務

事業等を、市町村へ穆管することをいいます。

地方分権の8寺代を迎え、市町村は、自己決定 。自己

責任の原則のもと、自主的・主体的な地功づ<り に向

けて、行政の効率化を図り、より総合的な行政サービ

ヌや施策を展開してい<必要があります。

今後、住民の地功づ<リヘの自発的な参加ンステ

ムを確立し、 NPOや地域ボランテイアの育成等を促
進するなど、新しい地方自治の確立を図ることが課題

となっています。

4.厳しい財政状況
平成14年度末にあけ`る、国・地方を合わせた長期債務残高は約693兆円に達する見込みであり、国 。地方の財政はき

わめて厳しい状況となっています。

また、これまで地方公共団体の行財政を支えてきた地方交付税12あ`いても、その特月」会計は多額の借入金により運

営されてあり、現行の地方交付税制度を維持してい<ことは、非常|こ難しい状況となつていて、このような状況にあい`

ても必要なサービスを住民 |こ提供できるンステムの確立が重要であり、このためには、より効率89・ 効果的な行貝オ政運

営が必要となります。
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産農森自慢の
門用牛が勢ぞろい

村畜産共進会

畜
産
農
家
の
生
産
技
術
の
向
上

に
よ
る
経
営
の
安
定
と
、
畜
産
振
興

の
発
展
を
目
指
し
て
第
三
十

一
回

村
畜
産
共
進
会
が
九
月
二
日
、
村

家
畜
セ
リ
市
場
で
開
催
さ
れ
た
。

共
進
会
に
は
、
畜
産
農
家
が
手

塩
に
掛
け
て
育
て
た
肉
用
牛
六
十

頭
が
出
品
さ
れ
、
六
部
門
で
厳
正

な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

な
お
上
位
の
入
賞
牛
は
、
十
月

に
開
催
さ
れ
る
北
部
地
区
畜
産
共

進
会
に
、
村
代
表
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
。

各
部
門
の

一
等
二
席
ま
で
の
入

賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。

■
子
牛
　
雌
■
　
　
　
　
　
　
　
一

優
等

兼
次
佐
範
貧
（我
山
）
　

　

　

一

一
等

一
席

我
那
覇
秀
樹
（仲
宗
根
）
　

一

一
等
二
席

平
山
良
智
（渡
喜
仁
）

田
子
牛
　
去
勢
■
　
　
　
　
　
・

優
等

美
童
和
牛
生
産
組
合
（運
天
）
　

一

一
等

一
席

昭
〔
屋
　
昇
（渡
士号
仁
）

一
等
二
席

我
那
覇
隆
秀
（仲
宗
根
）
　

一

■
若
雌

　

一
類
■
　
　
　
　
　
一

優
等

与
那
嶺
篤
哉
（渡
喜
仁
）
　
　
　
一

一
等

一
席

我
那
覇
隆
秀
（仲
宗
根
）

一
等
二
席

松
田
誉

（仲
宗
根
）
　

　

・一

■
若
雌
　
二
類
■

優
等

金
城
吉
信
（仲
宗
根
）
　

　

　

・

一
等

一
席

菖
山
清
史
（渡
喜
仁
）
　

　

一

一
等
二
席

我
那
覇
隆
久
（謝
名
）

日
成
雌

　

一
類
田
　
　
　
　
　
　
一

優
等

我
那
覇
隆
秀
（仲
宗
根
）
　

　

一

一
等

一
席

長
浜
勝
淳
（上
運
天
）

一
等
二
席

我
那
覇
隆
久
（謝
名
）
　

　

．

■
成
雌
　
二
類
■

優
等

我
那
覇
秀
樹
（仲
宗
根
）

一
等

一
席

米
須
清
和
（謝
名
）
　
　
　
一

一
等
二
席

米
須
清
重
（謝
名
）

県
農
林
水
産
部
長
賞

成
雌
二
類

我
那
覇
秀
樹

県
畜
産
振
興
基
金
公
社
理
事
長
賞

若
雌
二
類

金
城
吉
信

国
頭
郡
農
業
共
済
組
合
長
賞

若
雌

一
類

与
那
嶺
篤
哉

県
農
業
協
同
組
合
長
賞

成
雌

一
類

我
那
覇
隆
秀

三
■
三
洒
匡
を
滅
驚

顆

謬

ｅ
婦
仁
漁
鶴

八
月
十
九
日
、
運
天
漁
港
横
の

砂
浜
で
、
運
天
区
の
子
供
た
ち
が

タ
イ
ワ
ン
ガ
サ
ミ
の
稚
ガ

ニ
、
三

万
匹
を
放
流
し
た
。

こ
れ
は
、
水
産
資
源
の
確
保
を

図
り
、
守
り
育
て
る
漁
業

へ
の
協

び
か
け
て
行
わ
れ
た
。

稚
ガ

ニ
は
、
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
が
育
て
、
約
ニ
セ
ン
チ
に
成

長
し
た
も
の
。
同
セ
ン
タ
ー
職
員

が
タ
イ
ワ
ン
ガ
サ
ミ
の
生
態
や
水

産
資
源

の
重
要
性
を
説
明
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
乙

羽
園
（我
喜
屋
梨
枝
子
園
長
）

で
、
敬
老
の
日
の
、
九
月
十

五
日
、
入
園
し
て
い
る
お
年

寄
り
や
、
そ
の
家
族
ら
大
勢

が
参
加
し
て
敬
老
会
が
行
わ

れ
た
。

乙
羽
園
で
敬
老
会
を
迎
え

る
方
々
は
七
十
名
で
、
そ
の

う
ち

一
〇
五
歳
の
仲
間
マ
ツ

さ
ん
（謝
名
出
身
）含
め
、
百

力
と
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
今
帰

　

後
、
子
供
た
ち
が
ゆ

っ
く
り
と
、
　
　
た
め
、
小
さ
な
カ
ニ
や
、
卵
を
持

仁
漁
業
協
同
組
合
全
国納
清
憲
組

　

小
さ
な
カ
ニ
を
、
海
に
放
し
た
。
　

　

つ
た
カ
ニ
は
捕
獲
し
な
い
で
ほ
し

合
長
）が
運
天
区
の
子
供
会
に
呼

　

　

漁
協
関
係
者
は
、
「資
源
確
保
の

　

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

生
き
し
て
下
さ
ｎ

乙
羽
園
敬
老
会

▲家族会から記念品が贈られた

才
以
上
が
七
名
も
い
る
。

敬
老
会
で
は
、
我
喜
屋
繁
理
事

長
や
、
仲
里
吉
徳
村
長
か
ら
お
祝

い
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
家
族

会
か
ら
、
入
園
し
て
い
る
方
々
に

多
く
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
舞
台
で
は
、
民
謡
シ

ョ
ー
、
な
つ
メ
ロ
、
乙
羽
園
職
員

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
な
ど
、

数
々
の
余
興
が
披
露
さ
れ
、
お
年

寄
り
ら
を
喜
ば
せ
た
。

▲小さな力二を放流する子供たち



天
底
ド
リ
ー
ム
が
優
勝

へ
〕
盈
☆
　
村
親
子
野
球
大
会

兼
歿
小
ミ
〓
′ヾ
又
ケ
つ
づ
ヴ
が

県
太
企ご
べ
又
卜
等
海

▲追加点に喜ぶ天底 ドリーム

野
球
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
よ
う
と
、
村
子
ど
も
会

主
催
の
、
親
子
野
球
大
会
が
九
月

十
四
日
、
村
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
。

村
内
の
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

こ
の
大
会
は
、
守
備
に
の
み
大
人

が
常
時
三
名
出
場
で
き
、
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
、
子
供
だ
け
の
特
別
ル

ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

決
勝
は

一
回
戦
で
強
豪
北
山
キ

ン
グ
を
、　
一
対
０
の
僅
差
で
破

っ

た
天
底
ド
リ
ー
ム
と
、
前
回
の
優

勝
チ
ー
ム
、
今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
が

対
戦
、
三
回
に
打
線
の
爆
発
で
大

量
五
点
を
奪
い
、
六
回
に
も
追
加

点
を
あ
げ
た
、
天
底
ド
リ
ー
ム
が
、

今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
を
、
八
対
０
の

大
差
で
下
し
、
優
勝
を
飾

っ
た
。

な
お
優
勝
し
た
、
天
底
ド
リ
ー

ム
は
十
月
二
十
七
日
に
開
催
さ

れ
る
、
県
大
会
に
村
代
表
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
。

一・　

第
二
十
五
回
沖
縄
県
ミ
ニ
バ

一
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月

ｉ
三
日
～
六
日
に
西
原
町
民
林
育

一
館
で
行
わ
れ
、
兼
次
小
ミ
ニ
バ

一
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（女
子
）が
出
場

一
し
た
。

一一　
同
テ
ー
ム
は
、
予
選
ト
ー
ナ
メ

一
ン
ト
を
次

々
と
勝
ち
進
み
、
決

一
勝
リ
ー
グ
に
進
出
し
た
が
、
善

一
戦
及
ば
ず
、
惜
し
く
も
四
位
と

，
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

村
内
に
在
学
す
る
児
童
を
対
象

に
、
野
球
を
通
し
て
基
礎
体
力
の

向
上
、
子
ど
も
会
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
村
教
育
委

員
会
（山
城
清
光
教
育
長
）主
催
に

よ
る
、
第
十
二
回
村
少
年
野
球
大

会
が
、
八
月
十
八
か
ら
二
十
日
ま

で
の
三
日
間
、
村
運
動
公
園
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
村
内
の
九
チ
ー
ム
が

出
場
、
決
勝
戦
は
、　
一
、
二
回
戦

と
も
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
勝

っ
て

き
た
天
底
チ
ー
ム
と
、
勢
理
客

・

渡
喜
仁
チ
ー
ム
が
対
戦
、
天
底
が

二
回
に
二
点
を
先
取
、
そ
の
後
、

小
刻
み
に
点
を
加
え
有
利
に
試
合

を
進
め
、
後
半
必
死
に
追
い
す
が

る
勢
理
客

・
渡
喜
仁
を
四
対
二
で

振
り
切

っ
て
優
勝
し
た
。

個
人
賞
は
次
の
と
お
り

殊
勲
賞
　
上
間
公
太
（天
底
）

敢
闘
賞
　
内
間
優
椰
（勢

・
渡
）

打
撃
賞
一
位
　
伊
良
波
匠
（天

底
）

三
位
　
田
中
信
幸
（勢

・
渡
）

▲天底チーム

▲サヨナラ勝ちした天底 ドリーム

学

菫

軟

試

野

球

北

球
大
会

天
底
ド
リ
ー
ム
が

Ｅ
Ｅ

勝
▲兼次小ミニバスケットクラブ

第
八
十
三
回
沖
縄
県
学
童
軟

式
野
球
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
七
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、

今
帰
仁
小
、
兼
次
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
。

決
勝
戦
に
進
出
し
た
天
底
ド

リ
ー
ム
は
、
渡
久
地
チ
ー
ム
と

対
戦
、
両
チ
ー
ム
譲
ら
ず
三
対

三
で
延
長
に
入
り
八
回
２
異
、

天
底
ド
リ
ー
ム
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
し
、
優
勝
を
飾

っ
た
。

層
が
優
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部活動などで大事に
利用します
湧川小中学校が学校車購入

二
学
期
が
始
ま

っ
た
九
月
二

日
、
湧
川
小
中
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
や
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
、

学
校
車
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

村
外
国
語
指
導
助
手
代
わ
る

ロ
ト
ラ
菖
ん
＃
ヨ
ケ
イ
ト
菖
ん
へ
．

皆
さ
ん
、
始
め
ま
し
て
ケ
イ
ト

・
ハ
ー
マ
ン
で
す
。
ロ
ー
ラ
さ
ん

の
後
任
と
し
て
き
ま
し
た
。
出
身

は
イ
ギ
リ
ス
で
す
。

八
月

に
沖
縄

へ
来

た
ば
か
り

で
、
ま
だ
慣
れ
な
い
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
新
し
い
発
見

の
連
続
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。沖

縄
は
私
が
想
像
し
て
い
た
以

上
に
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
ア」
れ
か
ら

の
滞
在
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

先
日
、
生
ま
れ
て
初
め
て
『台
風
』

も
経
験
し
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
料
理
、
読

書
、
多
く
の
人
々
と
出
会
う
こ
と

な
ど
で
す
。
沖
縄
へ
来
て
、
早
速
、

週

一
回
の
ヨ
ガ
教
室

へ
通

っ
て
い

ま
す
。

私
は
沖
縄
の
文
化
や
、
住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
に
と
て
も
興
味
が
あ

り
ま
す
。
今
帰
仁
村
内
の
学
校
で

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
と
関
わ

っ

て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
行
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も

私
を
見
か
け
た
ら
、
ど
う
ぞ
話
し

か
け
て
く
だ
さ
い
。
私
の
国
、
イ

ギ
リ
ス
や
皆
さ
ん
の
事
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
学
校
車
は
、
湧
川
区
子

供
育
成
会
が
、
学
校
車
購
入
の

た
め
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ

大
会
の
収
益
金
な
ど
で
購
入
。

贈
呈
式
で
、
神
谷
正
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
よ
リ
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ー
を

手
渡
さ
れ
た
座
間
味
法
子
校
長

は
、
「Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
地
域
の
方

々
の
お
か
げ
で
新
し
い
車
を
購

入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
、
こ
れ

か
ら
、
部
活
動
や
総
合
学
習
な
ど
に

役
立
て
、
大
切
に
使
用
し
て
行
き
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

楽
し
み
な
が
ら
し
―
チ
を
清
掃

今
帰
仁
ｈ
ミ
三
パ
ス
ケ
ツ
ト
部

日 時 :平成14年 11月 9日 (土)年後2時より
会 場 :筈桜大学 多目的ホール
間合せ :筈護市国際交流親善委員会事務局

(筈護市企画部市長室まちあこ`し係内)

TEL 0980-53-1212内 線(336・ 337)

▲新車に喜ぶ関係者

▲今帰仁小ミニバスケット部

夏
休
み
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
今
帰
仁
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
員
が
、

八
月
二
十
六
日
ビ
ー
チ
の

清
掃
（村
民
の
浜
～
ウ
ッ
パ

マ
ビ
ー
チ
）を
行

っ
た
。

日
頃
何
気
な
く
、
空
き

缶
や
、お
菓
子
の
袋
を
ポ
イ

捨
て
す
る
子
供
た
ち
に
、

美
化
作
業
の
大
変
さ
と
、

今
帰
仁
の
自
然
を
守
る
心
を
養

っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
コ
ー
チ
の
座

間
味
里
砂
さ
ん
が
計
画
し
た
。

清
掃
は
、

二
人

一
組
の
ゲ
ー

ム
形
式
で
、
ゴ
ミ
袋
が

一
番
重

か

っ
た
テ
ー
ム
に
は
賞
品

つ
き

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
楽

し
く
行

っ
た
。

座
問
味
さ
ん
は

「今
後
、
ビ

ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
使

用
し
て
い
る
体
育
館
や
、
周
り

に
も
気
を
配
れ
る
よ
う
な
、
優
し

い
心
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

雹やん献る日高職生機謳λげHttaンテスト

廿
按
場
で

人
事
票
動

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
設

立
に
伴
い
、九
月

一
日
付
け
で
村
職

員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（　
）は
、
前
職

【沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
（北

谷
町
）
へ
派
遣
】
○
屋
嘉
部
功
（建

設
課
土
木
建
築
係
長
）
【建
設
課
】

Ｏ
土
木
建
築
係
長

・
我
那
覇
尚

一
（

社
会
教
育
課
公
民
館
主
事
）
【社
会

教
育
課
】
○
公
民
館
主
事

・
久
田

哲
史
（農
業
委
員
会
農
地
係
）
【経

済
課
】
○
農
業
委
員
会
農
地
係

・

新
里
久
夫
（企
画
振
興
課
企
画
係
）

(2002年 )平成14年 10月 1日 広 報 な き じん 8
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◇ 熱 沙Mも 炉塩 ∂Mも 瓜 沙爵 誠 的矮 蔦 沙鵞 ガ も妙 《 藝

彗
聾
電
ё

懇
層§
誘も

§
紗
も

3とをい
第 14回

Blれあつ:Liや′Lばるの集い
く合同運動会〉

みなさ～ん !「′Sヽれあう心やんばるの集い」をご存矢日ですか?

それは地効でll青神の病を持ち、社会復帰を目指して療養を行

つている方々が年に一度、一堂|こ会し運動等汗を流す催しです。

地域で暮らす当事者自らが参加のみでなく、企画・運営も担

うようになり、今年lよ大会長も務めます。開催場所も地域を回

る形となり、今年は今帰仁村で行われます。

障害をもつている人が住み慣れた地頼で、自立を促し安心し

て暮らせるよう、また社会参加への輪がどんどん広がっていく

よう地域の方々のご理解と激励をよろし<あ願いいたします。

多くの皆さんのご参加をあ待ちしています。

ボランティア募集。当日、会場へお越しくださしヽ。

い 移
9

蕊
∂

静
嚢
懃
蜃
移
建

蜃

● 日 時 平成14年 9月 18日 (水)
～10月 27日 (日 )

毎週月曜日・公休日は休館 (9時～17時 )

● 会 場 今帰仁村歴史文化センター
0連絡先 今帰仁村歴史文化センター・文化財
電 話 :0980-56-5767・ 3201

0燿工0
ぐ

一後
そ― ぬ  ゆ

上 の世一

第47回生画晨

今年も、全国一斉に「地域安全運動」が展開されま

す。地域安全運動は、生活に危険を及ぼす犯罪、事故、

災害等を未然に防止し、安全で住み良い街づくりのた

め、防犯協会や警察、関係団体等が一体となって取組

み、各種の運動を推進していくものです。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

1.期間 10月 11日 (金)～ 10月 20日 (日 )
までの 10日 間

2.スローガン
○メインスローガン

「みんなでつくろう 安心の街」
○サブスローガン

「県民総く̀るみ 安全・安心な街づくり」
「街ぐるみ 地域で育てる 子どもたち」

0主催 本部警察署、本部地区防犯協会

0お問しヽ合わせ0
本部警察署生活安全・刑事課

TEL 0980-47-4110(内 261・ 262)

● ●● ■ 臣 ●

ぬ

tど
ヽ`

6`武・拒0避妊・去発手術のおすすめ
社団法人 沖縄県獣医師会は飼育される見込みの

なしヽ子犬や子猫を増やさなしヽために、動物愛護思

想の普及啓発事業の一環として、飼しヽ犬と飼しヽ猫

の避妊・去勢のための手術費用の一部を助成する

事業を平成 13年度から実施してしヽます。

※手術を受ける動物病院の定める手術料金から、一頭に

つき右記の金額を助成します。なお、手術料金は各動物

病院により異なります。

沖縄県に在住の人が飼育している犬、猫で手術実施時に、生後 6ヶ 月以上で健康であること。

また、犬は狂犬病予防法に基づく登録済みの犬で、かつ、平成14年度狂犬病予防注射接種済みの犬であること。

なお、既に平成14年 4月 1日 以降に避妊・去勢手術をなさった方も、応募資格があります。

※応募申し込みは、 1世帯につき、猫・犬いずれか 1頭までです。

お問合わせは 社団法人 沖縄県獣医師会 TEL 098-853-8001役 場・保険予防課 TEL 56-1234

犬や猫の飼しヽ主のみなさんヘ

銭
偉藤の六・襲をあわせて870頭について

盤【・去碧手術霞用の一部を醐厳します。

艶蔵盆の盆顔は

六の隆 :5.000口
猶の睦 :3.000B

l催 :7.000円
離 :5.000B

手術実施期間………………………………

第 1期  9月 29日 ～10月 30日
第 2期  11月 11日～12月 21日
第 3期 平成15年 1月 1日 ～2月 28日

抽選日…

第 1期

第 2期
第 3期

9月 22日
11月 5日
12月 24日

対 象

募集期間・

第 1期

第 2期
第 3期

9月 1日 ～ 9月 22日
9月 24日～10月 30日

11月 1日 ～12月 20日
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●内 容 保健師・看護師による健康チェック
↓

ホットパック、マツサープ
↓

みんなで体操
↓

その日のプログラム
(レクリエーンヨン、理学療法士相談、グラウンドゴルフ、調理実習等…)

|| 
・ 2B営蟄宅ポ卦ホ堪懸Fつ

いては` 今)弔‖二本寸l呆 1建セ:ノター 電邑舌56日 1234(保 l止幸8雨まで)

● II― |||||‐ |||||■ ■ |「 |.1111■ Ⅲ ■■ :|― ■
ヽⅢⅢ ■ ⅢⅢ ■ II.■||111ヽ |||■ ■ 、||.ヽ |

●対象著 1 医療終百後も継続してリハビリが必要な方
2 心身の機能に支障があるのに必要なリハビ
リを受けていない方

※原貝」として介護保険サービスを利用していない方

0日 時 毎週水 l醒日 13:30～ 15:30

0場 所 今帰仁村保健センター (保健予防課 )

像偽師

① 文化財斃掘調査作業員
作業内容:軽作業  募 集 :男・女
勤務地 :古宇利  期 間 :11月～3月
時 給 :男825円・女650円

平成 14年度

検診を受|すて健康チェック

対象者、30歳以上
受付時間 午後2時より4時まで
場  所 今帰仁村保健センター

受診者負担金

子宮がん 300円  乳がん 200円  計500円
ただし、70歳以上、生活保護世帯等は負担なし

問い合わせ先 保健センター 電話56-1234

ぬ身の時台この維持鮎締を図し」、
つ帰仁柑で生き生きと暮らせることを目的としています。

今
―
◆ ② 緊急地域雇用対策創出特別事業清掃作業員嘉集

問い合わせ
作業内容:清掃作業 (チエーンソウ・草X」り機使用)

募 集 :男    勤務地 :今帰仁村内
期 間 :11月～ 時 給 :910円

対象者:30歳以上 先着100名程度
受付期間:受診期間 平成14年 10月 1日～12月 25日
受診方法:希望者は、村保健センター(56-1234)で申し込み「婦人がん

施設検診承認書」の交付を受けて、下記の医院で受診する。

※ただし、乳がん検診のみの受診はできません。また婦人科

集団検診を受けた方は、施設検診の対象者ではありません。

記

運天産婦人科 医 院 (名護市在)

平 岡産 婦人科 医 院 (名護市在 )
かじまやリゾートクリニック (名護市在)

電話 53‐0131

電話 52‐3377

電話 51-1197

社会教育課文化財係 TEL56-3201

|
E「人機診日程蓉

月 日 対 象 地 区

10月 1日 (火 ) 今泊 兼次 諸志 与那嶺 仲尾次
10月 7日 (月 ) 崎山 平敷 越地 謝名 仲宗1艮
10月 11日 (金 ) 玉城 呉我山 湧川 天底

10月 21日 (月 )
勢理客 渡喜仁 上運天 運天
古宇利

10月 30日 (水 ) 未受診者 受
診
者
負
担
金

施 設 検 診 金 額
子宮頚・体がん・乳がん 2,200円

子宮頚・乳がん 1,600円

子宮頚・体がん 1,700円

子宮頚 1,200円

ただし、70歳以上・生活保護世帯等の負担金はあ
',ま
せん。



1()月 /ネ申無月
●婦人検診 ●北部地区畜産共進会
0ゆ いま―る (与那嶺)

●リハビリ

●操体法教室 (10,00～保健センター)

●第57回今帰仁村陸上前日競技

0第 57回今帰仁村陸上競技

●区長会 ●健康相談 (9100～ 12:00保健センター)
●婦人検診

●ポリオ (12,30～保健センター)
0ゆいま―る (諸志)

●リハビリ

●婦人検診

●村立保育所合同運動会
●ムラ・シマ講座

●漁協朝市

●体育の日

●ゆいま―る (運天)

●セリ市
●リハビリ

●1才半・3才児健診 (13:00～保健センター)
●村敬老会 (14:00～コミセン)

0やんばるの産業まつり (20日 まで)

0第 39回国頭郡陸上競技大会

11月 /翻

●区長会 ●健康相談 (9100～ 12:00保健センター)
0婦人検診

●リフレッシュママ教室 ⑦

●リハビリ ●行政相談 (10:00～ 15:00コ ミセン)
0星座教室

●村平和祈願祭 (14:00～ )
0なきじんデイケア ●ゆいま―る (仲尾次)

8徐歩サウ最三肇奪豪室⑦O沖縄の産業まつり(27日まで)

●老人婦人スポーツ大会
●漁協朝市

●健康相談 (9Ю O～ lZ00 保健センター)

●村童話お話大会
●DT(小学6年生)(1030～ 保健センター)

●リハビリ ●婦人検診

●茸工場落成式
0やんぼるの集い合同運動会 (村運動公園)

●ソデイカ漁解禁
●操体法教室 (10,00～ 保健センター)

●村文化祭 (3日 まで)

文化 の 日

振替休日

●区
●ゆ
長会
いま―る (与那嶺)

誓中んぼ6o漆飛な②惨

●リハビリ

0第 51回沖縄県高校駅伝大会
(10:00～  村運動公園発着)

期 間 :平成14年 10月 19日 (上)～ 20日 (日 )
10時～19時

場 所 :名護市民会館
※ やんばるの産業振興と発展を願い、多数の方々がご来場

して頂きますよう、ご案内いたします。

期 間 :平成 14年 fO日 25日 (金)～ 27日 (口 )
年前 tO時～年後8時

場 所 :典武山公園・県立武道能
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27日

13日

14月

20.日

３

４

日

　

月

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

Ｏ
外
地
引
揚
者
協
会
今
帰
仁
支
部
よ
り
組
織
の

解
散
に
伴
う
活
動
資
金
か
ら
十
七
万
三
千
円

○
久
田
友
清
さ
ん
（天
底
四
六
八
）よ
り
母
、
マ
ツ

様
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

Ｏ
運
天
邦
子
さ
ん
（運
天

一
〇
六
二
）よ
り
夫
、

政
惇
様
の
香
典
返
し
と
し
て
二
十
万
円

○
小
那
覇
恵
子
さ
ん
（渡
喜
仁
三
二
三
）よ
り
夫
、

安
規
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
小
那
覇
恵
子
さ
ん
（渡
喜
仁
三
二
三
）よ
り
夫
、

安
規
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ず
」　・Ｔ守刊
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▼

「

▲仲尾次区

▲運天区

▲玉城区

▲仲宗根区

▲天底区

▲湧川区

―セイタカシギ科―

水辺のバレリーナと呼ばれる様に、ピンクの

長い足が目立ち、飛ぶ時も細長い足を真っ直ぐ

伸ばして、優雅に飛びます。

浅い水の中に入って魚類、甲殻類、昆虫の幼

虫等をとります。台風16号の後、冠水した畑に
3羽が舞い降りてくれました。

‐
iや

えネ

群
'
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▲今 泊

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)


